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，
所

謂

滅

民

地

間

題

」

» :
—

哔
來
_
蓄

議

；崔

持-^
ざ

备

更

の

：對
立
關
係
：を
め

^
0 

;

て

重

證

國

際

的

關

セ

あ

：る
。 

其

:0
.場
合
！

：獨

命

，

肩

持

た

孝

る

：

.國
1
植
^
地
衝
_
#
^

の
k

對
4(

て
、
顏

•
佛
•
等「

持
て
る
國j

が
出
來
得
る
.限
り
領
土
の
苒
分
割
を
囘
避
し
て
、
，何
等
が

の

.申
和

的

手

段

^

ょ

つ
：てr

持
を 

ざ
る
國」

の
要
求
に
應
ぜ
ん
と
努
め
苓
の
：は
極
め
て
當
然
で
あ
る
-,
0

V;
而
1>
セ
;-
1持
精
^
る
—

»の
；要
求.の
猶
據
觉
观_
が
.；；̂
に
在
る
が̂
知
る
«:
は
；間
題
0
性
 

又
其

.の
反
面
に
於
て

「

持
で
る
國

」

,
の
主
張
を
聽
く
事
は
頗
る
興
味
深
き
も
の
が
あ

.る
0

;ぐ
、
本

書

は

；
興

：
の

崑

顕

著

者

：
の

雙

袁

於

#
醫
麗
地
間
題
鉍
蘭
明
を
自
掭
お
す
へ̂

^

て
問
題
の
展
開
で
あ
り
、
從
つ
て
、
英
國
を
始
め
と
し
て

「

持
て
る
國

J

側
の
立
場
を
理
解
す
る
上
に
好
箇
の
著
作
と
言
ふ
事
が
出
來
る

o

_
書
ぬ
_
成

襄

1

_
.^
た
れ

■す
る
。01

部
に
於
て
は
主
と
わ
て
植
民
地
の
顧
土
を
中
心
に
國
際
的
對
立
關
係
が
扱
は
れ
、
第
一

一

部
に
於
て
は
植
民
地
原
料
資
源
：の 

分
布
現
狀
と:1
1

ハ
の_禅
分
配
0
對
策
が
考
擧
さ
れ
る
0 

/ 

' 
'

w
- 

0
0
^
0
2
«
«
w
v 

'

し

七

へ

--
*ざ

、
3

.



•〔

第

1

部〕

先
づ
潘1

章
序
論
に
於
て
現
在
の
英
國
が.近
世
初
期
以.來

の

：
長

期

に

，瓦

る

1[

民
地
經
營
の.
成
果
と
し
て
1«
:

界
最
火
の
植
. 

民
地
領
域
を
保
有
す
る.
に
’
至
づ
た
所
以
を
明
か
に
す
る
と
共
に
、
.
今

日

其

の
.#

領
域
は
大
英
帝
圃
中
の.；重
要
な
るj 
.部

分

を

形

成

す

：
る

.
新

し

い

土

地
0

存
し
な
い
事
に
往
る」

.̂

結
.ぶ

.0

.

.

.

次
い
で
第一

一
章
は「

植
民
地
•

、壬
.權
•

獨
立」

と
題
，し
て
、.
近
代
的
植
民
は
必
づ
し
も
移
住
現
象
を
伴
は
ず
、
從
つ
て
植
民
地
な
る
概
念

. 

は
比
較
的
不
明
確
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
‘
事
を
指
摘
し
た
後
、
現
實.に
於
て
甞
て
は
英.國
0

植
民
地
：
.で
ぁ
.つ
た
現
在
の.諸
自
治
領
は
著
し. 

く
其
の
性
質
を
變
じて
居
り
、.3t
英
國
の
直
轄
植
民
地
の
，多
く
は
英
國
の
統
治
下
に
優
越
な
勢
力
を

^

し
て
：ゐ
'る
に
ゑ^
ら
ず
、
_
,!
> 

反

南

货

砌

奋

：米

或

は

衆

洋

に

於

で

|±
';
^
;

自
*'

は̂

權
國
梦
扣
ガ
乍.ら
^

の
雾
味
英
領
植
民
地
に.
も
及
ば
ず
し
て̂

國

.-
'

ッ
聯
等
の
保
護
卞̂

立
^

及
或
#:
.
は
國
際
*:

盟
^

固
や
依
存
ず̂

等
5

谨

滩

だ^-
€

界

ぬ

情

勢

下

殊

に

植

民

地

禅

分

_

の

要

求

が

ノ 

喧
し
く
論
ぜ
ら
れ
る
際
に
多
く
の.小
獨
立
國
は
賴
る
べ
き

「

火
な
る
カ」

を
求
め
0

、
ぁ
る
實
狀
を
叙
述
す
る0 

著
者
に
ょ
れ
.ば
此
の
場
合
英
國
の
與
ベ
る
保
護
は
■

■

で
ぁ
り
、
他

國

ょ
•.
!
;
_
.脅
威
を
受
け
ざ
る.英
領
植
妈
地
の
住
民
は
幸
福
な
：り
と 

自
負
し
*

又
假
令
^
れ
等
の
領
域
が
英
國
の
手
を
離
れ
る
と
し
て
も
原
住
民
の
自
治
は
望

-̂

難
ぐ
、
必
づ
他
の
列
強
國
に
ょ
る
一
層
壓 

询
的
^

^
配

が

及

ぶ
:̂
:

の
；と
«:
::
<

,。
*;

_
對
^:
^

裨

產

•
被
支
配
の
關
係
が
存
續
す
べ
き
で
ぁ
り
、
又
著
者
の
所
言
に
も
拘
ら
ず
、
典
の
點
に
於

.て
英
國
は
必
；づ
し
も
寬
大
で
ま
い
0'

が
實 

狀
で
あ
る
。
 

.

.

.

.

•

:

'以
卞
第
三
章
ょ
り
窠
七
韋
ゼ
亙0
:て
_
近
册
植
揭
活
;»
-0
開
始
职
來
現
灌
^

に
列
國
の
植
民
活
動
が
順
次
：取
扱
，は
れ
ー
其
間
列
國
邮
の
對
立
關
氣
ゃ
依
莽
—

が
歷
史
的
に
明
か
に
さ
れ
る
と
共
ヒ
又
夫
々
の
國
の

.
時
辣
事
領
指
摘
ざ
れ
る
ご
例.へ
ば
獨
逸(

舊
獨
領
植
民
地
に
就
：て

)

や
怫
蘭
西
忆
就
て
は
植
民
地
.の
有
ず
る
經
濟
的
價
値
に
對
し
て
檢 

討

が

加

；
へ
：
ら

れ

'

前
者
に
關
し
て
は
其
の
大
な
ら
ざ
る
事
、
•
'後
#.

に
關
し
.て
は
其
の
寄
與
の
大
な
る
事
が
擧
げh

れ
る
o
,
,又

'本

國

面

橫
 

の

七

ト

八

倍
'の
«

民
地
商
積
を
有
す
る
和
蘭
の
場
合
に
は
、
本
國
に
割
す
る
親
興
獨
逸
の
脅
威
、
並
び
に
蘭
領
取
印
度
に
對
す
る
日
本 

商
品
の
：進.出
^

說

を

凝

局

和

蘭
0

想

弱
/1
>
:國
比
：聯
盟
取§
:

强
天
國
如
步
調
を«;
.へ
吝
事
：於.嘉

：で
.ぁ
^

と
暗
_に
荚 

立
タ
を
涝
唆
す
る
點
、
み
或
は
叉
：日
本
を
取
扱
ふ
に
際
し
て
療
洲
べ
の
ぱ
本

0

遛
^

を
.誇
大
.に

懸

念

ず

を

れ

た
?)
:
、
.
飽

く

迄

英

國

の

立

場
 

を
中
心
に
考
へ
た
英
亂
人̂-
し
い
見
方
と
し
セ
注
目
す
べ
き
も
の
が
お
ら
ぅ
.
。

，
.：

.

:
:
.
'
、：

一〔

第
ニ
部〕

':
-璁
#
0.
植

民

地

苒

分

割

問

題

が

特

に

文

植

蕃

原

，料

資
猶

^
枰
^
^

'̂
'

■

は
霉
届
地
：
.生
_
產
：の
原
料
資
.源
の1 |
類
^

1

は
屢
ギ
指
摘
さ
れ
る®
で
ぁ
ん
。
一
本*
の
^
款
も
ボ
植
敢
g
M'
料
資
m
に
就
い
一
^

「

持
た
^
る
«」

の
粮
本
的
な
欠
陷
は
是
和
等
原.料
資
_
を
購
ん
サ
ぺ
：き
信
用
を#:
ら
れ
な
^
事
に
存
す
を
と
見
做
し̂

原
料
資
源
：の.獲
，
 

.得
如
何
ばt

國
於
財
政
狀
態
に
依
银
す
：る.

J

;';
'

と

.
結
ぶ
。
而
か
も
近
時
に
於
け
る
經
濟
的
國
家
主
義
：の
進
展
：に
鑑
み

'
先
'づ
大
贫
帝
國
' 

次
'がP;

北
米
合
衆
'®
0
原
料
廣
源
分
布
0
現
狀
に
就
.い
.て
章
別
に
考
察
を
進
め.る
0
此
^

本

國

と

典

：
■€
>
.植

民

地

觀

域

間

：に
於
.け

吝

原

料

資

源

需

給

先

の

尔
. ¥
分
€>
關

係

で

ぁ̂

へ
第̂

に
北
米
合.衆

國
©

へ
資
源
0

自
.

_

.

^め

る
.0
:而

咖
;1
>

其
0;

反
商
忆
—

て
_

伊
^

の
：.
_
狀
は
甚
し
く
、
そ
れ
:等
は
唯
に
重
要
原
料
資
源
の
生
產
を 

な
ら
ず
そ
の
不
足
原
料
資
源
を
貢
入
る
ベ
き
資
金
に
も
缺
乏
を
吿
げ
て
ゐ
る
。
從
つ
て
著
苕
の
希
望
を
以
て
す
れ
ば
原
料
資

M

ム
植
民 

地
坐
產
に
限
ち
ず)

苒
分
配
に
際
し
て北
來
合
衆
國
に
供
給
者
と
し
て
積
極
的
な役
割
を
果
し
て
貰
ふ
事
で
ぁ
り
、
興
の
間
に
ぁ
つ
て
： 

英
國
は
-7

疋
直
な
る
仲
介
者」

と
し
て
の
活
動
を
約
す
る
。
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5
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.
i
.
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^
r
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l
r
v
r
^
.
?
^
^
-
.
*
^
?
,
v
s
n
5
n
-
c
5
t
f
i
^
c
\
«
*
i

 ̂

rV- V-； 

* 

V
- 
-
?
i
.
^
a
^
J
i
.
^
f
f
4 

d
«
v
^

^
^
A
S
I
S
n
.
r

-Q
a
m
o
u
r 

for c
d
o
n
i
?

 §
6> 

IQ.
D 

(

l

n

、
v

即
ち
北
米
合
衆
f

.
し
て
ば
、.原
料
資
源
に
蛋
し
、
是
れ
の
獲
得
を
靈
す
る
國
々
に
對
し
、
北
ハ
の
保
有
す
る
豐
富
な

3

資
源 

中

か

ら

零
.渡
し
て
や
れ
ば
良
い■の
で
あ
る
が
' 
此
の
場
合
に
何
と
か
し
て
避
れ
を
購
入
す
ベ5

拂
手
段
を「

持
■

る
國」

篇

給
 

「
★
衾
が
現
時
ぬ
旗
料
資
源
霖
配
問
題̂

^
鈥
與
^
汾

惹

键

は

植
^

ら
れ
る
。

•
/ 
”

:

ホ
斯
く
-

H
著
者
が
讓
す
る
所
は「

持
た
ざ
る
國」

へ
の
信
用
提
供.を
目
的
と
す
る
世S

濟
會
議Q.

開
催
e
あ
り
、
'
其
の
事
に
依
つ
や 

'領
土
の
現
-*
:
的
冉
分
配
は
全
ぐ
否
定.せ
ら
れ
る
:0
. 

.

^
^
^
.
^
0
^
0
1
-
J

0

^

S

^

0

飞
る
國」

例
の
方
策
と
し
て.考
へ
.
.ら
れ
る
所
は
又
論
者
に
ょ
り
異
る.の
ー
で
あ
る
が
、
卒
直 

.
"に
領
出
の
割
讓
秦
め
ん
と
ず
る
例
外
的
だ
見
解
於
除
い
て
は
、
大

部

義

者

は

努

め

て

塑

そ

^
も
の
'
禅
分
割
を
避
け
る
爲
め
こ.
.
 

何

等

か

幾

段
^
用
ひ
：ん
I

み

、
：
：
例

へ

：
：
■

民

埤

て

る

p

i

:

.「

持

た

.ざ

る

國

」

.含

區

別

な

し

に

腺

料

資

源

獲

得

の

自

曲

を

保

證

す

る

國

際

協

約

を

嚣

た

べ

き

f

か

の

主

張

が

行

ま
 

れ

る

が

■

ホ

る

信

用

I

襄

I

■

卒

_

的

於

從

つ

て

緩

慢

な

對

策

の

-

^

主

義

か

ら

保

護

貿

易

義

：へ
：
の
；轉

化

と

芝

、

：高

率

關

秘

の

設

定

、
割

當

制

度

の

設

置

^

國

家

主

義

■の

進

展

が

見

&

れ

る

世

界

の

：
現

狀

に

於

：で

は

著

款

の

'
.說

：C

様

な

國

際

經

.濟

± -
の

協

調

的

な

手

段

の

實

行

ば

殆

ん

ど

不

可

能

で
 

あ

ら

ぅ

.
o 

:
况

ん

や

獨

逸

を

始

め

芒

て

「

持

|

る

國

じ

の

_

思

活

« -
_

蝱

 

世

I

對

立

：は

激

化

.こ

I

れ

綾

和

す

t

8

ベ

•
.ら

れ

な

い

i

 

葡

い

。

饼

し

旣

に

-

言

せ

^

如

く

終

始

ー

貫

せ

る

英

動

人

ら

し

い

見

解

は

^

知
る
上
.

£

'
讀
ゅ
價
し
ょ
ぅ:.
0

:

.-
'
: 

:::r:.::T
'
.':
.
、v
,

.-.

パ
'
'
.
. 

'
'
V
i
,
'

：
：

■
.
.
.
.

 

-

『

第
十
三
世
紀

i

り
第
十
八
世
紀
中
葉 

.

に、至
る
初
斯
英
國
經

■

濟
學

』

‘

• 

• 

.

.

.

. 

V 

 ̂

.

.

.

.

.

.

-

7
 

: 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

.
3 

+
>
、
‘ 

. 

' 

• 

: • 

. :.
*
'
■

.ぐ
，

• 

-
■
■
■:
.
..

. . 

... 

: 

•
*■ 

■
 

.
 

.

.

.

.

. .
V
-

.
:
.
'
.
• 

•

. 

ス

• 

•
+
.
.
.-
.
.
. 

い
'.;

.

'

.:
•

-

.

ベ

-

-

.

.

-
 

•

,

•■
,

:

•

■

‘

.

.

.
？：

 

ニ
 

.
 

.

 

' 

:

.
-.
.、̂

荚
國
社
會
虫
義
史I

I

國
際
的
社
會
主
義̂

五
中
年』

：

『

办 

の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
石
マ
ッ

-
ク
•
ス
•

ベ
ー
ア
は
今
年
新
た
に

『

初
期
英
國
經
濟
學』

(
E

ぽ
^

パ

x
m

m
d

d
l

e

 :of、the 

x

v

n:H
H
0
§
莒
7

.

)

：
を
公
^
し
て
更
ら
；に
馨
經
濟
思
想
史.
#'
忆
寄
與
す
る
所
が
あ0
た
°

. 

へ
4
本
書
は
先
づ
經
濟
上
；の
.諸
間
題̂
關
す
?)
:
-英

國

ス

ゴ

：
ラ

*
敎

苕

の

獻

見

を
.論

じ

、:.
.
.へ>丨
：
ル

ズ

：
の
，
ア

レ

：
グ

サ

ン

ダ

r
r
A
l
e
n
s
i
s
)、

：

ミ
ッ 

^

^
iK
-v
o.
v

^

l̂̂
F.
C
R
i
c
a
r
d
u
s
d
e
M
e
d
i
a
-
v
m
a

)

、
义
ン
ス
，ス
コ
ッ
ス

(

J
o
h
n
.d
u
n.c
f
l
.
^
:
o

s-
.
s

)

、
々
寒
ッ「

カ
ム
の
ウ
十
；

=v 
ア
ム 

の
敎
義
を
取
办
扱
ひ>'
'
次
5
セ
重
.商
由
_
の
時
代
に
移
り
、
之
れ
を
歷
代
の
國
王
に
ょ
，つ

て

指

れ

：た
る
時
代

:̂
商
人
に
ょ
っ
て 

へ
吏
.酣
せ
ら
れ
た
る
時
代
と
，に
分
ち
、
ジ

，
ン
•
.へ
ー
ル
ズ
、
デH.

ラ
ー
ル
9'
ヴ
.
マ
リ
ー
ン
»
.ト
1
マ
ス
.
•ミ
ル
ス
等
の
，見
解
よ
々
ト
：丨
マ

-
ス
.，
次
ジ
、.土
，
ド

ヮ

ー

ド
•ミ
ゼ
ル
ヴ
シ
等
の
所
論
に
及
び
、
最
後
に
商
業
時
代
ょ
り
エ
業
時
代
若
し
く
过
自
由
主
義
時
代
，
へ

€>
'
:
過
渡
を

,

.
 

.
 

•
 

-
 

.
 

.
 

\

論
じ
、'サ
ー
.
•ウ
ィ
リ
ア
ム•ベ
-チ
ィ
、
サ
ー•ジ
费
サ
ィ
ア*チ
ャ
ィ
ル
ド
、ム
コ
ラ

> ス
-
•パ
ー

ボ

シ

：
、

チ

.：ャ
]
.ル
ズ.
•ダ
ヴ

尤

ナ

ン

，
ト

:'
,ダ

.
 

•
 

..
 

一...:.. 

.

.

- 

... 

.

.

.

.

.

.

. 

•

•
.
.

:
プ

；
ク
ス
A
.
, 

k

著

I

第
十n

®

紀
ょ
り
第
十
八
世
紀
中
葉
校
萆
る
初
期
英
國
經
濟
學

』
.

1

0

1

(

，
r 

£
ハ40

.


